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『下京区運営方針』の策定に当たって 
 
  今日の行政運営においては，分権型社会の時代を迎え，住民の意見を十分に反映させたま
ちづくりや施策を進めていくことが求められると同時に，厳しい経済情勢や財政状況のもと，
より一層の効率的で効果的なサービスの提供と業務の推進が求められています。 
下京区役所では，区役所が区民にとって最も身近な行政機関として，重要な役割を担って

いることを自覚し，こうした時代の要請と区民の皆様の期待に応えられる区役所運営を行い
たいと考えています。 

  こうした観点に立って，昨年度から下京区における１年間の区行政の取組を『下京区運営
方針』としてまとめ，公表することとしました。 
この度，平成１８年度『下京区運営方針』を策定しましたのでここに公表します。区民の

皆様の御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。 
 
１ 区行政運営の基本方針 
 
(1) 個性あふれるまちづくりの推進 

下京区では，平成１３年１月に２１世紀のまちづくりの指針となる『下京区基本計画』を
策定しました。これは，区民の皆様から寄せられた御意見やアイデアを生かしながら，各界
各層から参画いただいた委員により，３年にわたる議論を重ねて策定したものであり，平成
１３年度から平成２２年度までの１０年間の計画です。「であいふれあい町衆のまち いき
いき下京」をまちの将来像に描き，京都の玄関口として，交通の要衝として，町衆の活力を
中心に，常に新しい人・もの・文化・情報を生み出し，交流させ，そして全国へと広めてき
た下京の伝統と個性を更に発展させ，ここに住む区民が誇りをもって，より楽しく安心して
住み続け，働く人々や訪れる人々とともに集い，いきいきと活動できるまちを目指していま
す。 
下京区では，区民・事業者・行政がそれぞれの役割を担いながら，より強固なパートナー

シップのもと，この『下京区基本計画』に掲げる施策を着実に実施していくことにより個性
あふれるまちづくりを推進します。 

 
(2) 区民サービスの向上と効率的な業務運営 

区役所は，戸籍の届出や証明書の発行，市税の課税や徴収といった画一的な業務を執行し
ているだけでなく，乳幼児検診から高齢者の保健や福祉に関わる相談まで，区民の生活と密
接に関連する身近な行政サービスを提供しています。 
下京区役所では，適正かつ公平な業務の執行はもちろんのこと，区役所が文字どおり「区

民生活にとって役に立つ所」として，より満足度の高いサービスを区民の皆様に提供してい
けるように努めるとともに，常に効率的で効果的な業務の推進に取り組みます。 

 
２ 個性あふれるまちづくりの推進 
 
(1) 『下京区基本計画』の着実な実施 
 ① 実施体制 

『下京区基本計画』は，「みんなでめざす具体的な姿」として，６８項目の施策を掲げる
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具体的実施 

  

と同時に，これらの多様な施策を横断的にとらえた５つのリーディング・プロジェクトを 
設定しています。 
そして，平成１３年９月に区民・事業者・行政により設立されたプロジェクトの推進組

織である「下京・町衆フォーラム」が，「花いっぱい・まちの美化」や「下京門前町ルネッ
サンス」など様々な事業を展開しています。 
また，基本計画の着手から５年目を迎えた昨年２月には，基本計画に掲げる施策を，全

区を挙げてより着実に実施していく体制を確立するため，全学区の市政協力委員連絡協議
会会長をはじめ，経済界や女性の代表者などの参画を得て「いきいき下京推進委員会」を
設置しました。 

 
【下京区基本計画の実施体制】 

 
 
 
 
 
 

 
 

具体的実施・積極的参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 取組状況と取組予定 

「いきいき下京推進委員会」では，基本計画に掲げる施策及び関連事業の進ちょく状況
について，毎年，点検作業を行って年次計画を策定する中で，年度毎に取り組む事業を選
定し，予算要求などに反映しながら基本計画の推進を図っています。 

   なお，当委員会では，行政が持つ情報をできる限り公開する中で，区民や事業者の皆様

と共通した現状認識のもと，連携と協力をより強固なものとしてまちづくりを推進してい

ます。 

【下京区基本計画に掲げる施策及び関連事業の取組状況と取組予定】     〈別紙〉 

『リーディング・プロジェクト』 
１ のんびりゆったり歩くまち 
２ にぎわい門前町ルネッサンス 
３ 個性と魅力を伝える情報のまち 
４ 楽しく学びふれあう学習のまち 
５ みんなで支え合うやすらぎのまち 
【５構想 ３０事業】 

『下京区基本計画』 

１ 互いに尊重し助け合うまち ４ 快適に安心して住めるまち 
２ 次代を担うにぎわいのまち ５ 環境と共生するまち 
３ 区民が輝く誇り高いまち  ６ 便利で潤いにあふれるまち 
【６分野 ６８施策】  

ま ず取 り 組
む こと を 横
断的に補足 

「下京・町衆フォーラム」 
Ａ やすらぎチーム 
Ｂ 門前町ルネッサンスチーム 
Ｃ 情報のまちチーム 

●リーディング・プロジェクトの研究・
企画 
●具体化に向けた区民への提案・ＰＲ 
●取組のプロデュース・コーディネート 

具体的実施 

 

「いきいき下京推進委員会」 

●基本計画に掲げる事業の年次計画策定

に取り組む 

●特定事項は部会を置いて検討 

区 民 事 業 者 地域団体 産業団体 

宗教組織 文 化 人 ボランティア 行 政

呼びかけ・支援 

運営支援 

要請 

呼び 

かけ 
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(2) 平成１８年度のまちづくりの取組 
新しい時代の要請やまちづくりの課題に対応しながら，区民が一体となって目指すまちの

将来像「であいふれあい町衆のまち いきいき下京」の実現に向け，『下京区基本計画』に
示された６分野の施策を区民・事業者・行政がお互いの立場と役割を認識しつつ連携・協力
して実施していきます。 

 
① 互いに尊重し助け合うまちづくり 

まちの変化に対し，区民同士の心のふれあいを通じて，すべての人がお互いに尊重し合
い，助け合いながら，安心して住み続けられるまちづくりを目指します。 

 
《主な取組》 
●こころのバリアフリー化の促進 
「こころのふれあい講演会」の開催に引き続き取り組みます。 

●歩いて楽しく住みよいまちづくりの推進 
「河原町地区交通バリアフリー移動円滑化基本構想」の策定に取り組みます。 

●下京区福祉情報ネットワークづくりの促進 
「下京区地域福祉推進委員会」の取組を引き続き推進します。 

●子育てグループなどの活動促進 
「下京たんぽっぽ広場」の開催に引き続き取り組みます。 

 
② 次代を担うにぎわいのまちづくり 

事業者の主体的な努力と区民の支援により，卸・小売業，伝統工芸など下京を代表する
産業の活性化を図り，更には情報産業をはじめとする新しい産業を育成し，将来にわたっ
て活力に満ちたまちづくりを目指します。 

 
《主な取組》 
●伝統工芸とふれあう場づくり 
「第６回下京門前町ルネッサンス」で伝統工芸の実演・体験コーナーを引き続き 
開催します。 
門前町の伝統工芸店舗において修学旅行生の体験受入れに引き続き取り組みます。 

●「歩くモデルルート」の設定 
区内の地域を歩いて巡るモデルルートのコース設定に引き続き取り組みます。 

●下京ガイドマップづくり 
  マップ「下京まちなみ散歩〈５〉」の作成に取り組みます。 

 
③ 区民が輝く誇り高いまちづくり 

宗教や町衆文化に代表される下京の歴史・文化など，まちへの愛着と誇りを育んできた
豊かな文化やコミュニティの良いところを継承するとともに，新しい文化を育むまちづく
りを目指します。 
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《主な取組》 
●区内の資源を生かした新しいイベントづくり 

  「第６回下京門前町ルネッサンス」の開催に取り組みます。 
●地元の歴史を話す語り部の養成 
地域における歴史を伝承する取組を引き続き奨励します。 

●「まちの美化運動」などの全区的展開 
    「下京区エコ・クリーン作戦」などに引き続き取り組みます。 

●まちづくり情報共有化の仕組みづくり 
  地域におけるホームページの開設などを引き続き奨励します。 

 
④ 快適に安心して住めるまちづくり 

伝統的な建物の減少や共同住宅の増加による景観や生活環境の変化など，まちの変化に
対応したすまい環境をつくるとともに，日々の安全を自らの活動によってつくる，快適に
安心して住めるまちづくりを目指します。 

 
《主な取組》 
●伝統の景をつくる建物を守ります 
歴史的景観再生事業に取り組みます。 

●安全意識の啓発と自主的な取組の推進 
地域における「安全マップ」などの作成を奨励します。 
「地域の安心安全ネットワーク形成事業」の推進に引続き取り組みます。 

 
⑤ 環境と共生するまちづくり 

都心における環境保全への取組や環境を大切にする活動など，生活に潤いをもたらす水
や緑の貴重な環境を守るとともに，環境にできるだけ負荷をかけないまちづくりを目指し
ます。 

 
《主な取組》 
●高瀬川などに地域固有の生き物が生息する環境づくり 
 地域における高瀬川にホタルを呼び戻す活動を奨励します。 

 
⑥ 便利でうるおいにあふれるまちづくり 

公共交通や主要幹線道路などによる下京区の高い利便性を更に多くの人が享受でき，豊
かな環境が調和する，便利で潤いにあふれるまちづくりを目指します。 

 
《主な取組》 
●利用者マナーの向上を図り放置自転車を抑制します 
「地域と取り組む駐輪対策」事業に取り組みます。 

●公園や河川を区民みんなで守ります 
「梅小路公園友の会（仮称）」の設立に取り組みます。 

●区内の情報を発信するホームページの充実 
下京区役所ホームページの充実に引き続き取り組みます。 
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(3) 区行政の総合的推進に向けた取組 
『下京区基本計画』の着実な実施を中心とする個性あふれるまちづくりの推進に向けて，

区民・事業者・行政の協力を一層進めるだけでなく，区長のリーダーシップの下，区役所が
中心となって関係行政機関との連携や調整を行い，施策を実現していきます。 

 
「下京区行政推進会議」の設置 
下京区では，区行政に関係する本市関係部局及び関係機関が相互に連携し，区内の情報や

まちづくりの課題を共有するとともに，横断的な連絡調整や協議を行うことにより，区行政
の総合的な推進を図ることを目的に「下京区行政推進会議」を設置しています。 

 
３ 区民サービスの向上と効率的な業務運営 
 
(1) 区民サービスの向上の取組 

区役所には，個性あふれるまちづくりなどのほかに，戸籍など国からの受託で執行する業
務，市税の課税や徴収など市の機関として一律に執行する業務などがあり，こうした業務で
は適正な事務の執行が何より求められます。 
また，保健や福祉に関する業務などでは，来所される皆様に的確に諸制度を案内するとと

もに，公平にその適用を行うことが求められます。 
加えて区役所は，行政サービスの提供機関として，区民サービスの向上に常に努めていく

必要があります。 
下京区役所では，平成１６年６月から全課で昼休み時間における窓口業務を実施，昨年７

月には市民窓口課に「順番案内システム（ボイスコール）」を導入するなど，利用される皆
様の利便性を向上させる取組などを行ってきましたが，今後とも，市民応対研修をはじめと
する職員研修の充実と職員の自己研さんを奨励する中で，膨大な個人情報の適正な管理と，
区民の皆様の目線に立った親切で丁寧な窓口応対をはじめとするサービスの向上に努めます。 

 
(2) 効率的な業務運営に向けた取組 

効率的で効果的な業務の運営は，事業所である区役所に課せられた当然の課題です。 
下京区役所では，区長のリーダーシップの下，より効率的で効果的に業務を推進するため，

昨年４月に係制を廃止し，係の枠を超えて業務ごとに編成した係長以下のグループで，課内
の業務をより機動的に執行する体制に改めました。更には，事務処理の手順や方法などにつ
いても，作業能率の向上を念頭においた見直しを適宜図っています。 
また，省エネルギーやごみ排出量の削減などに取り組み，環境への負荷の少ない事業所運

営を行います。 
 
(3) 区役所を挙げた取組の推進 

区民の皆様の区役所に対する印象は，区役所の顔である窓口における職員の対応や用務に
訪れた所属の雰囲気で大きく変わります。このことからも，区民サービスの向上や効率的な
業務の運営について，下京区役所のすべての職員が意識して取り組んでいきます。 

 
「下京区役所経営会議」及び「下京区業務推進検討チーム」の設置 
下京区役所では，区長のリーダーシップの下，課長級以上の職員が，区行政の企画及び区
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役所が所管する事務事業の実施について，相互に連絡し調整することにより，これらの円滑
かつ総合的な推進を図るため「下京区役所経営会議」を設置しています。今後とも，この会
議を有効に機能させ，区行政の課題を共有し，その解決に向けた取組を進めるとともに，よ
り満足度の高い行政サービスの効率的な提供を目指した組織の確立と業務の運営を推進して
いきます。 
また，区民サービスの基本である接遇のあり方や効率的な事務の進め方などを具体的に検

討していくために，「下京区役所経営会議」の下に課長補佐級以下の職員で構成する「下京
区業務推進検討チーム」を設置し，このチームにおける検討結果を活用することにより，区
民サービスの向上と効率的な業務運営の取組を，区役所を挙げた実効性のあるものとします。 
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⑯
1
2
/
1
～

1
3
　

⑰
1
2
/
1
～

1
3

2
-
2

柳
原

銀
行

記
念

資
料

館
に

お
け

る
「
特

別
展

」
等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

2
-
3

「
下

京
区

こ
こ

ろ
の

ふ
れ

あ
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

設
立

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
-
4

「
こ

こ
ろ

の
ふ

れ
あ

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
講

演
会

」
等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続
・
⑭

2
/
1
  

⑮
1
1
/
2
5
  

⑯
1
1
/
3
0
　

⑰
1
/
2
0

3
歴

史
，

遊
び

の
伝

承
や

お
年

寄
り

と
子

ど
も

の
こ

こ
ろ

の
ふ

れ
あ

い
の

場
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

3
-
1

地
域

に
お

け
る

「
３

世
代

交
流

事
業

」
等

の
開

催
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続

・
下

京
シ

ル
バ

ー
ク

ラ
ブ

の
「
３

世
代

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

」
等

・
稚

松
学

区
で

の
「
孫

・
子

・
老

（
ま

ご
・
こ

・
ろ

）
ひ

ろ
ば

」
の

開
催

等

4
モ

デ
ル

的
な

取
組

の
展

開
や

情
報

の
積

極
的

な
発

信
の

た
め

，
区

内
の

健
康

づ
く

り
に

関
わ

る
組

織
の

連
携

を
進

め
ま

す
。

4
-
1

健
康

づ
く
り

に
関

わ
る

組
織

の
連

携
協

働
未

着
手

未
着

手
検

討
検

討

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

Ⅰ
　

互
い

に
尊

重
し

助
け

合
う

ま
ち

　
（
１

）
　

ふ
れ

あ
い

で
育

む
尊

敬
の

気
持

ち
づ

く
り

　
（
２

）
　

自
ら

取
り

組
む

健
康

づ
く
り

1／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5

身
近

な
か

か
り

つ
け

医
の

普
及

や
健

康
・

ス
ポ

ー
ツ

活
動

へ
の

参
加

の
促

進
に

よ
り

，
「
自

分
の

健
康

は
自

分
で

守
る

」
と

い
う

区
民

の
意

識
を

育
て

ま
す

。

5
-
1

「
下

京
区

民
健

康
づ

く
り

教
室

」
等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
「
下

京
区

民
健

康
づ

く
り

教
室

」
⑬

9
/
6
　

⑭
9
/
1
8
　

⑮
9
/
1
1
　

⑯
1
0
/
2
3
　

⑰
1
0
/
2
0

・
「
下

京
区

民
早

朝
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
」

⑬
9
/
1
5
  

⑮
9
/
1
5
　

⑯
9
/
2
0
  

⑰
9
/
1
9

・
「
下

京
区

民
大

運
動

会
」

⑮
5
/
1
8
  

⑯
5
/
3
0
　

⑰
5
/
2
9

5
-
2

地
域

に
お

け
る

「
学

区
民

運
動

会
」
等

の
開

催
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続
・
下

京
シ

ル
バ

ー
ク

ラ
ブ

の
「
歩

こ
う

会
」
等

6

区
民

，
事

業
者

，
行

政
の

み
ん

な
で

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

取
り

組
み

，
全

て
の

区
民

に
と

っ
て

歩
い

て
楽

し
く
，

住
み

よ
い

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

6
-
1

歩
道

整
備

等
の

改
修

工
事

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
木

津
屋

橋
通

（
烏

丸
～

室
町

間
）
及

び
室

町
通

（
塩

小
路

～
木

津
屋

橋
間

)の
補

修
工

事
（
1
4
年

3
月

完
成

）
・
国

道
９

号
五

条
大

宮
拡

幅
（
J
R

丹
波

口
駅

～
東

御
前

通
間

）
工

事
に

お
け

る
歩

道
整

備
，

電
線

類
地

中
化

（
1
4
年

1
1
月

着
工

～
1
6
年

9
月

完
成

）
・
国

道
2
4
号

（
烏

丸
七

条
～

河
原

町
七

条
）
の

電
線

類
地

中
化

（
1
6
年

3
月

着
工

～
）

6
-
2

烏
丸

地
区

に
お

け
る

「
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

」
の

策
定

及
び

推
進

協
働

着
手

継
続

充
実

継
続

継
続

・
「
烏

丸
地

区
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

策
定

連
絡

会
議

」
の

設
立

（
1
5
年

1
0

月
）

・
「
烏

丸
地

区
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

」
の

策
定

（
1
6
年

1
0
月

）
・
交

通
施

設
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

設
備

整
備

費
補

助
（
阪

急
烏

丸
駅

）
（
1
7
～

1
8
年

度
）

6
-
3

京
都

地
区

に
お

け
る

「
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

」
の

策
定

及
び

推
進

協
働

着
手

着
手

充
実

継
続

継
続

・
「
京

都
地

区
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

策
定

連
絡

会
議

」
の

設
立

（
1
6
年

1
2

月
）

・
「
京

都
地

区
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

」
の

策
定

（
1
7
年

1
1
月

）
・
交

通
施

設
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

設
備

整
備

費
補

助
（
Ｊ
Ｒ

東
海

京
都

駅
）
（
1
7
～

1
8
年

度
）

　
（
３

）
　

だ
れ

も
が

幸
福

を
感

じ
ら

れ
る

支
え

合
い

づ
く
り

2／
18



【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
-
4

河
原

町
地

区
に

お
け

る
「
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
移

動
円

滑
化

基
本

構
想

」
の

策
定

及
び

推
進

協
働

着
手

未
着

手
着

手
充

実
継

続

・
「
河

原
町

地
区

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

移
動

円
滑

化
基

本
構

想
策

定
連

絡
会

議
」
の

設
立

（
1
7
年

1
1
月

）
・
「
河

原
町

地
区

交
通

バ
リ

ア
フ

リ
ー

移
動

円
滑

化
基

本
構

想
」
の

策
定

（
1
8
年

度
中

）
・
交

通
施

設
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

設
備

整
備

費
補

助
（
阪

急
河

原
町

駅
）
（
1
8
～

1
9
年

度
）

6
-
5

「
建

築
物

等
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
促

進
に

関
す

る
条

例
」
の

制
定

行
政

完
了

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
・
「
建

築
物

等
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
促

進
に

関
す

る
条

例
」
の

施
行

（
1
6
年

1
0
月

）

6
-
6

「
み

や
こ

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

推
進

条
例

」
の

制
定

行
政

完
了

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
・
「
京

都
市

み
や

こ
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
推

進
条

例
」
の

施
行

（
1
7
年

4
月

）

7

区
社

会
福

祉
協

議
会

，
福

祉
施

設
，

Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
民

間
非

営
利

組
織

）
，

商
店

街
，

区
役

所
な

ど
の

連
携

に
よ

り
「
下

京
区

福
祉

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
仮

称
）
｣づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

福
祉

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
仮

称
）
づ

く
り

7
-
1

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
」

等
の

建
設

行
政

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
」
，

「
長

寿
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
」
，

「
市

民
総

合
活

動
セ

ン
タ

ー
」

の
開

所
（
1
5
年

6
月

）

7
-
2

社
会

福
祉

施
設

長
会

議
等

の
推

進
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
保

育
園

長
会

，
地

域
子

育
て

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

会
議

，
下

京
子

育
て

ネ
ッ

ト
交

流
会

，
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
長

会
議

等
・
『
子

ど
も

ね
っ

と
下

京
』
の

発
行

（
1
5
年

1
1
月

～
）

7
-
3

「
地

域
福

祉
推

進
プ

ラ
ン

」
の

推
進

協
働

着
手

着
手

継
続

継
続

・
「
下

京
区

地
域

福
祉

推
進

委
員

会
」
の

設
立

（
1
6
年

9
月

）
・
「
地

域
福

祉
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
の

開
催

　
⑯

2
/
8

⑰
2
/
2
0

7
-
4

区
社

協
に

よ
る

「
下

京
区

地
域

福
祉

活
動

発
展

計
画

」
の

策
定

及
び

推
進

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
下

京
区

地
域

福
祉

活
動

発
展

計
画

」
策

定
専

門
委

員
会

の
設

置
(1

3
年

度
）

・
「
下

京
区

地
域

福
祉

活
動

発
展

計
画

」
の

策
定

（
１

5
年

4
月

）

7
-
5

下
京

区
地

域
福

祉
推

進
委

員
会

に
よ

る
「
下

京
区

福
祉

マ
ッ

プ
」
の

作
成

協
働

完
了

着
手

完
了

ー
ー

ー
ー

・
作

業
部

会
の

設
置

（
1
6
年

度
）

・
「
下

京
区

福
祉

マ
ッ

プ
」
の

「
下

京
区

役
所

」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
(1

7
年

8
月

）

3／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

8
声

の
か

け
あ

い
な

ど
，

身
近

な
地

域
で

の
ふ

れ
あ

い
活

動
の

充
実

を
進

め
ま

す
。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

地
域

の
声

の
か

け
あ

い
・
ふ

れ
あ

い
運

動
の

展
開

8
-
1

地
域

に
お

け
る

支
え

合
い

活
動

等
の

取
組

市
民

着
手

継
続

継
続

継
続

・
永

松
学

区
等

で
の

｢す
こ

や
か

学
級

」
の

開
催

・
稚

松
・
菊

浜
・
皆

山
学

区
で

の
「
六

条
院

ミ
ニ

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

」
の

実
施

（
1
2
年

1
0
月

～
）

・
修

徳
学

区
で

の
「
声

か
け

愛
の

た
す

き
リ

レ
ー

」
の

取
組

（
1
6
年

9
～

1
2
月

）
・
修

徳
学

区
等

で
の

「
防

災
マ

ッ
プ

」
の

作
成

・
各

学
区

で
の

高
齢

者
宅

の
家

庭
訪

問
の

取
組

9

子
育

て
期

間
の

父
母

な
ど

が
お

互
い

に
悩

み
を

出
し

合
い

，
相

談
し

合
え

る
，

子
育

て
グ

ル
ー

プ
や

子
育

て
サ

ー
ク

ル
な

ど
の

活
動

を
促

進
し

ま
す

。

楽
し

く
学

び
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
子

育
て

グ
ル

ー
プ

の
活

動
促

進

9
-
1

「
地

域
子

育
て

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

指
定

拡
大

行
政

着
手

継
続

充
実

継
続

・
⑩

崇
仁

第
一

保
育

所
・
西

七
条

保
育

所
　

⑪
光

林
保

育
園

　
⑫

知
真

保
育

園
　

⑬
下

京
保

育
所

　
⑮

た
か

せ
保

育
園

　
⑰

修
徳

児
童

館

9
-
2

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

支
援

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
『
子

ど
も

ね
っ

と
下

京
』
等

で
の

紹
介

（
1
5
年

1
1

月
～

）

9
-
3

「
下

京
た

ん
ぽ

っ
ぽ

広
場

」
の

開
催

協
働

着
手

着
手

継
続

継
続

・
実

行
委

員
会

（
保

育
所

・
児

童
館

・
民

児
協

・
社

協
・
保

健
所

・
子

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

よ
る

開
催

⑯
5
/
2
0
，

1
0
/
2
7
　

⑰
5
/
1
9
，

1
0
/
2
0

9
-
4

「
子

育
て

応
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
等

の
発

行
行

政
完

了
着

手
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
子

育
て

応
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
「
子

育
て

応
援

マ
ッ

プ
」
の

発
行

（
1
6
年

8
月

）

1
0

大
学

や
企

業
，

伝
統

文
化

に
関

わ
る

団
体

と
連

携
し

て
，

新
し

い
知

識
や

技
術

，
あ

る
い

は
伝

統
な

ど
を

，
体

験
を

通
し

て
子

ど
も

が
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
｢子

ど
も

講
座

」
の

開
設

を
検

討
し

ま
す

。

楽
し

く
学

び
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
子

ど
も

講
座

の
開

設
1
0
-
1

「
子

ど
も

講
座

」
の

開
設

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

1
1

子
育

て
の

ベ
テ

ラ
ン

を
活

用
し

た
独

自
の

認
証

制
度

な
ど

，
若

い
親

の
子

育
て

に
関

す
る

悩
み

や
相

談
に

地
域

で
応

じ
ら

れ
る

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
し

ま
す

。

1
1
-
1

地
域

に
お

け
る

「
子

育
て

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
等

の
開

催
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続

・
地

域
女

性
会

に
よ

る
「
と

な
り

の
お

ば
ち

ゃ
ん

子
育

て
支

援
」
の

活
動

（
1
7
年

1
月

～
）

・
開

智
学

区
で

の
子

育
て

サ
ロ

ン
「
て

ん
と

う
む

し
」
の

開
設

（
1
6
年

1
1
月

）
・
有

隣
学

区
で

の
子

育
て

サ
ロ

ン
「
ユ

ー
ユ

ー
」

の
開

設
（
1
6
年

1
1
月

）

1
1
-
2

「
下

京
た

ん
ぽ

っ
ぽ

広
場

」
の

開
催

（
9
-
3
の

再
掲

）
協

働
着

手
着

手
継

続
継

続

・
実

行
委

員
会

（
保

育
所

・
児

童
館

・
民

児
協

・
社

協
・
保

健
所

・
子

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

よ
る

開
催

⑯
5
/
2
0
，

1
0
/
2
7
　

⑰
5
/
1
9
，

1
0
/
2
0

　
（
４

）
　

健
や

か
な

子
ど

も
が

育
つ

体
験

の
機

会
づ

く
り

4／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
2

共
同

の
御

用
聞

き
，

お
年

寄
り

に
や

さ
し

い
商

店
街

づ
く
り

な
ど

，
商

店
街

ご
と

の
個

性
化

を
促

進
し

ま
す

。
1
2
-
1

商
店

街
振

興
施

策
の

展
開

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
商

店
街

等
環

境
整

備
支

援
事

業
，

商
店

街
等

競
争

力
強

化
支

援
事

業
等

1
2
-
2

商
店

街
ご

と
の

個
性

化
の

促
進

市
民

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

1
3

京
都

市
中

央
卸

売
市

場
や

丹
波

口
駅

周
辺

の
魅

力
を

高
め

る
た

め
，

交
通

利
便

性
の

向
上

や
に

ぎ
わ

い
創

出
に

地
域

ぐ
る

み
で

取
り

組
み

ま
す

。

1
3
-
1

「
丹

波
口

駅
地

区
特

定
再

開
発

事
業

」
の

推
進

行
政

着
手

継
続

継
続

完
了

ー
ー

ー

・
丹

波
口

駅
地

区
土

地
区

画
整

理
事

業
(3

年
9

月
～

1
8
年

度
施

行
）

・
国

道
９

号
五

条
大

宮
拡

幅
（
J
R

丹
波

口
駅

～
東

御
前

通
間

）
工

事
（
1
4
年

1
1
月

着
工

～
1
6
年

9
月

完
成

）

1
3
-
2

「
鍋

ま
つ

り
｣等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
開

設
7
5
周

年
記

念
「
京

の
市

場
ま

つ
り

｣の
開

催
（
⑭

1
1
/
2
3
）

・
「
鍋

ま
つ

り
」
の

開
催

⑮
1
1
/
2
4
  

⑯
1
1
/
2
1
　

⑰
1
1
/
2
3

・
市

場
見

学
会

の
開

催
⑯

9
/
2
5
，

1
0
/
5
　

⑰
9
/
2
7
，

1
0
/
７

・
「
夏

休
み

子
ど

も
市

場
見

学
会

」
の

開
催

⑰
8
/
2
7

1
4

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

や
ス

タ
ン

プ
事

業
，

消
費

者
か

ら
お

店
へ

の
一

言
提

案
な

ど
，

区
民

と
お

店
の

交
流

を
育

む
取

組
を

促
進

し
ま

す
。

に
ぎ

わ
い

門
前

町
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
構

想
◎

門
前

町
ら

し
い

「
市

」
の

開
催

1
4
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
で

の
下

京
門

前
市

（
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
）
，

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

1
5

伝
統

工
芸

の
見

学
・
体

験
・
情

報
発

信
や

後
継

者
の

育
成

な
ど

，
京

都
の

伝
統

と
ふ

れ
あ

う
こ

と
の

で
き

る
「
場

」
づ

く
り

を
検

討
し

ま
す

。

に
ぎ

わ
い

門
前

町
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
構

想
◎

伝
統

工
芸

体
験

・
後

継
者

育
成

の
場

づ
く
り

1
5
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
で

の
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

，
伝

統
工

芸
の

実
演

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

1
5
-
2

門
前

町
店

舗
に

お
け

る
修

学
旅

行
生

の
受

入
れ

市
民

着
手

着
手

継
続

継
続

・
植

柳
学

区
の

伝
統

工
芸

店
に

お
け

る
修

学
旅

行
生

の
見

学
・
体

験
の

受
入

れ

1
5
-
3

門
前

町
店

舗
に

お
け

る
見

学
等

工
房

へ
の

改
造

市
民

着
手

継
続

継
続

継
続

・
銭

屋
御

数
珠

数
調

進
所

の
改

築
，

若
林

佛
具

製
作

所
「
卯

兵
衛

館
」
の

オ
ー

プ
ン

（
1
6
年

3
月

）
等

　
（
１

）
　

地
域

の
個

性
を

生
か

し
た

商
い

の
に

ぎ
わ

い
づ

く
り

　
（
２

）
　

匠
の

技
を

生
か

し
た

生
業

の
魅

力
づ

く
り

Ⅱ
　

次
代

を
担

う
に

ぎ
わ

い
の

ま
ち

5／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

1
6

京
菓

子
や

京
料

理
，

京
漬

物
な

ど
，

京
都

の
食

文
化

を
総

合
的

に
発

信
す

る
仕

組
み

づ
く
り

を
検

討
し

ま
す

。

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
京

の
食

文
化

情
報

受
発

信
の

仕
組

み
づ

く
り

1
6
-
1

京
の

食
文

化
情

報
の

発
信

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
食

の
拠

点
機

能
充

実
戦

略
委

員
会

」
の

設
立

（
1
5
年

1
0
月

）
・
食

の
海

援
隊

・
陸

援
隊

（
市

場
会

員
制

度
）
事

業
の

実
施

（
1
6
年

9
月

～
）

1
7

伝
統

産
業

の
新

し
い

挑
戦

や
新

た
に

開
発

し
た

商
品

に
つ

い
て

，
区

ぐ
る

み
で

情
報

発
信

・
Ｐ

Ｒ
す

る
応

援
団

の
募

集
・
組

織
化

を
図

り
ま

す
。

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
産

業
の

新
製

品
情

報
の

Ｐ
Ｒ

1
7
-
1

「
伝

統
産

業
振

興
館

」
の

建
設

行
政

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
伝

統
産

業
振

興
館

（
四

条
京

町
家

）
」
の

開
館

（
1
4
年

4
月

）
・
「
華

木
サ

ロ
ン

」
，

季
節

ご
と

の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

1
7
-
2

新
製

品
情

報
発

信
の

仕
組

み
づ

く
り

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

1
8

京
都

リ
サ

ー
チ

パ
ー

ク
を

核
と

し
て

，
情

報
・
ソ

フ
ト

開
発

な
ど

の
新

し
い

企
業

が
育

つ
仕

組
み

や
環

境
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。
1
8
-
1

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
支

援
の

仕
組

み
づ

く
り

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

目
利

き
委

員
会

」
Ａ

ラ
ン

ク
認

定
企

業
等

に
対

す
る

各
種

支
援

の
提

供

1
9

遊
休

地
や

空
き

施
設

の
安

価
な

貸
出

し
の

仕
組

み
づ

く
り

な
ど

，
環

境
・
福

祉
分

野
な

ど
の

都
市

型
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
産

業
や

S
O

H
O

等
の

起
業

を
促

し
ま

す
。

1
9
-
1

起
業

者
へ

の
情

報
提

供
の

仕
組

み
づ

く
り

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

2
0

区
の

催
し

物
へ

の
事

業
者

の
参

加
の

促
進

や
企

業
の

施
設

開
放

の
要

請
な

ど
，

事
業

者
と

区
民

の
ふ

れ
あ

い
の

場
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

2
0
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
で

の
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

，
伝

統
工

芸
の

実
演

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
の

開
催

（
1
5
-
1
の

再
掲

）

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

2
1

区
内

の
施

設
・
地

域
を

歩
い

て
巡

る
モ

デ
ル

ル
ー

ト
を

設
定

す
る

と
と

も
に

，
独

自
の

舗
装

や
サ

イ
ン

を
使

っ
て

，
歩

く
人

の
誘

導
を

図
り

ま
す

。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

歩
く
モ

デ
ル

ル
ー

ト
・
エ

リ
ア

の
設

定

2
1
-
1

「
歩

く
モ

デ
ル

ル
ー

ト
・
エ

リ
ア

」
の

設
定

協
働

着
手

着
手

継
続

完
了

ー
ー

ー
・
歩

く
モ

デ
ル

ル
ー

ト
の

設
定

「
源

氏
ゆ

か
り

の
地

コ
ー

ス
」
（
１

6
年

度
）

「
下

京
の

寺
社

巡
り

南
コ

ー
ス

」
（
1
7
年

度
）

2
2

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

認
定

制
度

づ
く
り

に
よ

っ
て

，
区

内
を

案
内

す
る

｢下
京

区
も

て
な

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
を

育
て

ま
す

。
2
2
-
1

「
下

京
区

も
て

な
し

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
の

育
成

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

2
3

シ
ル

バ
ー

（
老

人
）
ク

ラ
ブ

や
京

都
駅

の
協

力
を

得
て

，
京

都
駅

構
内

へ
の

下
京

区
観

光
案

内
コ

ー
ナ

ー
の

設
置

に
取

り
組

み
ま

す
。

に
ぎ

わ
い

門
前

町
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
構

想
◎

下
京

観
光

案
内

コ
ー

ナ
ー

の
設

置

2
3
-
1

「
下

京
観

光
案

内
コ

ー
ナ

ー
」
の

設
置

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

※
Ｓ

Ｏ
Ｈ

Ｏ
…

ス
モ

ー
ル

オ
フ

ィ
ス

・
ホ

ー
ム

オ
フ

ィ
ス

。
い

わ
ゆ

る
在

宅
ワ

ー
ク

の
こ

と
。

ＩＴ
（
情

報
通

信
技

術
）
の

発
展

に
よ

っ
て

，
少

額
投

資
で

起
業

で
き

る
こ

と
か

ら
，

様
々

な
ビ

ジ
ネ

ス
が

Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ

か
ら

生
ま

れ
て

お
り

，
新

た
な

就
業

ス
タ

イ
ル

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

。

　
（
３

）
　

次
代

の
都

市
型

産
業

づ
く
り

　
（
４

）
　

ふ
れ

て
感

じ
る

交
流

づ
く
り

6／
18



【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
4

地
元

御
用

達
の

店
を

紹
介

す
る

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
作

成
・
配

付
な

ど
，

来
訪

者
に

下
京

な
ら

で
は

の
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

区
民

参
加

の
下

京
ガ

イ
ド

マ
ッ

プ
づ

く
り

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
下

京
の

お
勧

め
，

御
用

達
づ

く
り

2
4
-
1

「
下

京
・
町

衆
フ

ォ
ー

ラ
ム

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
の

開
設

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
下

京
・
町

衆
フ

ォ
ー

ラ
ム

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
の

開
設

（
1
4
年

9
月

～
）

2
4
-
2

マ
ッ

プ
「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
」
の

作
成

協
働

着
手

継
続

継
続

完
了

ー
ー

ー

・
マ

ッ
プ

「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
〈
1
〉
」
の

発
行

（
1
5
年

3
月

）
・
マ

ッ
プ

「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
〈
2
〉
」
の

発
行

（
1
6
年

3
月

）
・
マ

ッ
プ

「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
〈
3
〉
」
の

発
行

（
1
7
年

3
月

）
・
マ

ッ
プ

「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
〈
4
〉
」
の

発
行

（
1
8
年

3
月

）

2
5

区
民

み
ん

な
が

利
用

で
き

る
運

動
施

設
の

整
備

を
め

ざ
す

と
と

も
に

，
情

報
提

供
や

予
約

方
法

な
ど

で
，

既
存

施
設

が
利

用
し

や
す

い
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

地
域

運
動

施
設

等
の

整
備

2
5
-
1

地
域

運
動

施
設

の
整

備
行

政
未

着
手

未
着

手
検

討
検

討

2
6

区
内

の
資

源
を

生
か

し
て

，
来

訪
者

や
区

民
が

楽
し

ん
で

参
加

で
き

，
「
ハ

ラ
ハ

ラ
・

ど
き

ど
き

」
す

る
新

し
い

イ
ベ

ン
ト

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

歩
く
き

っ
か

け
の

新
し

い
イ

ベ
ン

ト
づ

く
り

2
6
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

2
6
-
2

「
鍋

ま
つ

り
｣等

の
開

催
（
1
3
-
2
の

再
掲

）
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
開

設
7
5
周

年
記

念
「
京

の
市

場
ま

つ
り

｣の
開

催
（
⑭

1
1
/
2
3
）

・
「
鍋

ま
つ

り
」
の

開
催

⑮
1
1
/
2
4
  

⑯
1
1
/
2
1
　

⑰
1
1
/
2
3

・
市

場
見

学
会

の
開

催
⑯

9
/
2
5
，

1
0
/
5
　

⑰
9
/
2
7
，

1
0
/
７

・
「
夏

休
み

子
ど

も
市

場
見

学
会

」
の

開
催

⑰
8
/
2
7

2
7

東
西

両
本

願
寺

を
は

じ
め

，
寺

社
の

年
間

行
事

や
史

料
に

関
す

る
情

報
の

提
供

を
要

請
す

る
と

と
も

に
，

伝
統

的
・
精

神
的

文
化

と
の

ふ
れ

あ
い

や
癒

し
の

場
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

2
7
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
で

の
東

西
両

本
願

寺
特

別
公

開
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

Ⅲ
　

区
民

が
輝

く
誇

り
高

い
ま

ち
　

（
１

）
　

温
も

り
文

化
の

継
承

と
新

し
い

文
化

づ
く
り

7／
18



【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
7
-
2

「
下

京
区

民
茶

会
」
の

開
催

協
働

完
了

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
・
⑬

1
0
/
1
3
　

⑭
1
0
/
1
9
　

⑮
1
0
/
1
1
　

⑯
1
0
/
1
6

2
8

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
や

街
角

探
検

な
ど

，
区

民
が

ま
ち

の
良

さ
を

学
ぶ

機
会

づ
く
り

に
努

め
ま

す
。

2
8
-
1

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
等

の
開

催
協

働
完

了
着

手
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
ふ

れ
あ

い
歴

史
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
」
の

開
催

⑯
1
0
/
2
3

2
8
-
2

「
歩

く
モ

デ
ル

ル
ー

ト
・
エ

リ
ア

」
の

設
定

（
2
1
-
1
の

再
掲

）
協

働
着

手
着

手
継

続
完

了
ー

ー
ー

・
歩

く
モ

デ
ル

ル
ー

ト
の

設
定

「
源

氏
ゆ

か
り

の
地

コ
ー

ス
」
（
１

6
年

度
）

「
下

京
の

寺
社

巡
り

南
コ

ー
ス

」
（
1
7
年

度
）

2
9

地
元

の
歴

史
や

資
源

の
い

わ
れ

を
楽

し
く

話
せ

る
語

り
部

の
養

成
と

，
来

訪
者

に
語

る
場

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

2
9
-
1

地
域

に
お

け
る

歴
史

を
伝

承
す

る
取

組
市

民
着

手
継

続
継

続
充

実
継

続
・
安

寧
学

区
で

の
「
歴

史
を

探
求

す
る

会
」
の

活
動

等

3
0

伝
統

芸
能

や
風

習
を

継
承

す
る

た
め

の
練

習
風

景
の

公
開

や
情

報
の

発
信

，
発

表
の

場
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

3
0
-
1

「
下

京
芸

術
文

化
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
の

開
催

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
⑬

3
/
9
，

1
4
～

1
8
　

⑮
3
/
1
3

3
0
-
2

地
域

に
お

け
る

風
習

を
継

承
す

る
取

組
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続

・
祇

園
祭

山
鉾

町
の

活
動

・
中

堂
寺

六
斎

会
の

活
動

・
梅

林
寺

ジ
ジ

バ
イ

講
保

存
会

の
活

動
・
崇

仁
山

鉾
保

存
会

の
活

動

3
1

一
般

家
庭

の
「
お

宝
」
の

公
開

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

，
そ

う
し

た
場

所
を

「
小

さ
な

博
物

館
」
と

し
て

紹
介

す
る

マ
ッ

プ
を

作
成

・
配

布
し

，
区

内
の

回
遊

性
を

高
め

ま
す

。

3
1
-
1

「
小

さ
な

博
物

館
」
の

紹
介

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

3
2

地
域

や
学

区
の

連
携

し
た

取
組

を
引

っ
張

っ
て

い
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
を

発
掘

・
養

成
す

る
と

と
も

に
，

（
財

）
京

都
市

景
観

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

の
も

と
，

若
手

中
心

の
ま

ち
づ

く
り

に
取

り
組

む
組

織
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

の
育

成

3
2
-
1

「
景

観
・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
の

整
備

行
政

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
景

観
・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
の

セ
ン

タ
ー

移
転

・
開

所
（
1
5
年

6
月

）

　
（
３

）
　

気
軽

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

区
民

活
力

が
生

き
る

場
づ

く
り

　
（
２

）
　

歴
史

を
伝

承
す

る
仕

組
み

づ
く
り

8／
18



【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
2
-
2

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
リ

ー
ダ

ー
」

の
養

成
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続
・
「
地

域
ま

ち
づ

く
り

セ
ミ

ナ
ー

」
等

の
開

催

3
3

「
花

い
っ

ぱ
い

運
動

」
や

「
ま

ち
の

美
化

運
動

」
な

ど
，

誰
も

が
参

加
し

や
す

い
活

動
を

全
区

的
に

展
開

し
ま

す
。

3
3
-
1

「
花

い
っ

ぱ
い

・
ま

ち
の

美
化

」
事

業
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
花

い
っ

ぱ
い

・
ま

ち
の

美
化

」
事

業
の

開
催

⑬
3
/
2
0
～

5
/
1
7
京

都
駅

前
塩

小
路

通
周

辺
⑭

3
/
1
4
～

2
7
京

都
駅

北
口

広
場

　
⑮

3
/
2
0
～

2
8
京

都
リ

サ
ー

チ
パ

ー
ク

・
「
花

い
っ

ぱ
い

・
ま

ち
の

美
化

」
移

設
プ

ラ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

⑮
1
0
月

　
⑯

1
1
月

　
⑰

1
1
月

3
3
-
2

「
下

京
区

エ
コ

・
ク

リ
ー

ン
作

戦
」
等

の
実

施
協

働
着

手
継

続
充

実
継

続

・
「
京

都
駅

周
辺

エ
コ

・
ク

リ
ー

ン
作

戦
（
ク

リ
ー

ン
行

動
）
」

⑬
6
/
1
2
　

⑭
6
/
1
1
　

⑮
6
/
1
1
　

⑯
6
/
8
　

⑰
6
/
1
4

・
「
ク

リ
ー

ン
＆

セ
ー

フ
テ

ィ
」
大

作
戦

⑬
3
/
2
0
　

⑭
3
/
1
4
　

⑮
3
/
1
9
　

⑯
3
/
2
2
　

⑰
3
/
1
4

3
3
-
3

地
域

に
お

け
る

「
花

い
っ

ぱ
い

運
動

」
，

「
ま

ち
の

美
化

運
動

」
等

の
取

組
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続

・
植

柳
学

区
で

の
「
西

洞
院

花
壇

」
の

整
備

（
1
5

年
度

）
・
光

徳
学

区
で

の
「
コ

デ
マ

リ
ロ

ー
ド

光
徳

」
の

整
備

（
1
5
年

度
）

・
永

松
，

有
隣

，
菊

浜
，

崇
仁

学
区

で
の

「
高

瀬
川

周
辺

の
美

化
活

動
」

・
光

徳
学

区
で

の
「
環

境
パ

ト
ロ

ー
ル

」
の

取
組

等 ・
菊

浜
学

区
と

京
都

市
と

の
「
ま

ち
の

美
化

推
進

住
民

協
定

」
の

締
結

（
１

6
年

度
）

3
4

新
し

い
住

民
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
誘

う
方

法
な

ど
，

各
学

区
が

持
っ

て
い

る
ま

ち
づ

く
り

の
情

報
，

体
験

，
新

し
い

工
夫

を
区

全
体

で
共

有
で

き
る

仕
組

み
を

つ
く
り

ま
す

。

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
ま

ち
づ

く
り

情
報

共
有

化
の

仕
組

み
づ

く
り

3
4
-
1

地
域

に
お

け
る

「
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」
の

開
設

及
び

運
営

市
民

着
手

継
続

継
続

充
実

継
続

・
格

致
学

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

・
修

徳
学

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

3
5

区
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
情

報
交

換
・
研

修
の

機
会

づ
く
り

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
を

支
援

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
し

ま
す

。

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

情
報

の
受

発
信

楽
し

く
学

び
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
参

加
の

機
会

づ
く
り

3
5
-
1

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
」

の
建

設
行

政
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

ー
・
「
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
」
の

開
所

（
1
5

年
6
月

）

9／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
5
-
2

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

の
発

信
等

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
」
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

等
の

発
信

・
区

社
協

に
よ

る
「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

ク
ー

ル
」
の

開
催

10
／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
6

格
致

・
有

隣
小

跡
地

な
ど

の
将

来
用

地
を

貴
重

な
資

源
と

し
て

，
当

面
，

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

的
に

活
用

し
つ

つ
，

将
来

に
お

け
る

活
用

方
法

を
研

究
し

ま
す

。

3
6
-
1

「
京

都
市

都
心

部
小

学
校

跡
地

活
用

審
議

会
」
の

開
催

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
審

議
会

委
員

の
公

募
⑯

7
/
2
3
～

8
/
1
3
　

⑰
8
/
2
2
～

9
/
2
2

・
審

議
会

の
開

催
⑯

1
0
/
2
7
　

⑰
1
0
/
1
7

3
7

地
域

住
民

に
よ

る
自

主
的

運
営

に
よ

り
，

運
動

場
，

体
育

館
，

学
校

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
等

，
学

校
施

設
の

活
用

を
進

め
ま

す
。

3
7
-
1

「
学

校
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

」
等

の
整

備
行

政
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

ー

・
「
学

校
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

」
の

整
備

⑩
醒

泉
小

学
校

・
七

条
小

学
校

　
⑪

六
条

院
小

学
校

，
植

柳
小

学
校

，
淳

風
小

学
校

，
皆

山
中

学
校

，
成

徳
中

学
校

　
⑫

崇
仁

小
学

校
，

郁
文

小
学

校
，

尚
徳

中
学

校
，

梅
逕

中
学

校
・
「
学

校
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
プ

ラ
ザ

」
の

整
備

⑪
七

条
ゾ

ー
ン

　
⑫

松
原

中
ゾ

ー
ン

3
7
-
2

中
学

校
へ

の
夜

間
照

明
設

備
の

設
置

行
政

着
手

ー
ー

着
手

完
了

ー
ー

・
中

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
へ

の
夜

間
照

明
設

備
設

置

3
7
-
3

地
域

に
お

け
る

学
校

施
設

の
活

用
の

推
進

市
民

着
手

継
続

継
続

継
続

・
地

域
に

お
け

る
サ

ー
ク

ル
活

動
等

で
の

活
用

3
8

児
童

・
生

徒
を

愛
情

を
持

っ
て

ほ
め

，
叱

る
グ

ル
ー

プ
づ

く
り

な
ど

，
地

域
ぐ

る
み

で
躾

の
で

き
る

環
境

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

3
8
-
1

｢下
京

区
人

づ
く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
行

委
員

会
」
の

設
立

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
｢下

京
区

人
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
行

委
員

会
」
の

設
立

（
1
3
年

1
0
月

）

3
8
-
2

「
人

づ
く
り

討
論

会
」
等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続
・
⑭

1
/
2
8
  

⑮
1
1
/
2
7
　

⑯
3
/
1
3
　

⑰
2
/
1
3

3
9

ま
ち

の
あ

ら
ゆ

る
人

材
と

連
携

し
，

最
新

の
知

識
，

専
門

の
技

術
，

伝
統

の
技

能
の

学
べ

る
区

民
大

学
・
区

民
講

座
の

開
催

を
め

ざ
し

ま
す

。

楽
し

く
学

び
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
区

民
大

学
・
区

民
講

座
の

開
設

3
9
-
1

「
大

学
の

ま
ち

交
流

セ
ン

タ
ー

」
の

開
所

行
政

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
大

学
の

ま
ち

交
流

セ
ン

タ
ー

｢キ
ャ

ン
パ

ス
プ

ラ
ザ

京
都

」
の

開
所

（
1
3
年

9
月

）

3
9
-
2

「
区

民
大

学
」
・
「
区

民
講

座
」
の

開
設

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

　
（
４

）
　

地
域

ぐ
る

み
の

学
び

の
環

境
づ

く
り

11
／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
0

地
元

住
民

や
行

政
が

，
建

設
時

か
ら

「
住

ま
い

方
」
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
の

参
加

の
ル

ー
ル

づ
く
り

に
関

わ
り

，
地

域
と

居
住

者
が

あ
い

さ
つ

を
交

わ
せ

る
マ

ン
シ

ョ
ン

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

4
0
-
1

地
域

に
お

け
る

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
に

対
す

る
取

組
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
格

致
学

区
で

の
祇

園
祭

太
子

山
へ

の
参

加
を

条
件

と
し

た
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

の
合

意
・
西

大
路

学
区

で
の

建
設

時
か

ら
の

働
き

か
け

に
よ

る
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

の
町

内
会

の
結

成

4
0
-
2

既
存

マ
ン

シ
ョ

ン
の

住
民

に
対

す
る

取
組

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
す

ま
い

ス
ク

ー
ル

出
張

版
　

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
編

」
の

実
施

・
有

隣
学

区
で

の
「
マ

ン
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
の

開
催

（
1
4
年

度
）

・
修

徳
学

区
で

の
「
修

徳
仮

想
マ

ン
シ

ョ
ン

町
内

会
」
の

取
組

・
開

智
学

区
で

の
マ

ン
シ

ョ
ン

実
態

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

（
1
7
年

度
）

4
1

（
財

）
京

都
市

景
観

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

り
，

お
年

寄
り

の
共

同
住

宅
づ

く
り

や
袋

路
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

良
さ

を
生

か
し

た
共

同
建

替
え

や
協

調
建

替
え

な
ど

，
ま

ち
な

か
の

建
替

え
を

応
援

し
ま

す
。

4
1
-
1

「
景

観
・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
の

整
備

(3
2
-
1
の

再
掲

）
行

政
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

ー
・
「
景

観
・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
の

セ
ン

タ
ー

移
転

・
開

所
（
1
5
年

6
月

）

4
1
-
2

ま
ち

な
か

建
替

え
の

相
談

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
ま

ち
づ

く
り

相
談

の
実

施

4
2

職
住

共
存

地
区

に
お

い
て

，
活

発
な

伝
統

産
業

や
都

市
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

産
業

と
都

市
居

住
が

調
和

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

4
2
-
1

地
域

協
働

型
地

区
計

画
の

活
用

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
修

徳
元

学
区

地
区

計
画

の
策

定
（
1
3
年

4
月

）

4
3

工
場

と
マ

ン
シ

ョ
ン

，
住

宅
が

混
在

す
る

地
区

に
お

い
て

，
事

業
者

と
地

域
の

ふ
れ

あ
い

や
助

け
合

い
を

通
じ

て
，

住
工

が
共

生
・
調

和
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

4
3
-
1

住
工

が
共

生
・
調

和
し

た
ま

ち
づ

く
り

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

4
4

東
西

両
本

願
寺

に
は

さ
ま

れ
た

地
域

に
お

い
て

，
伝

統
産

業
の

体
験

・
見

学
型

工
房

へ
の

改
築

や
「
通

り
」
の

整
備

な
ど

，
門

前
町

と
し

て
の

雰
囲

気
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

に
ぎ

わ
い

門
前

町
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
構

想
◎

門
前

町
の

雰
囲

気
・
ま

ち
な

み
づ

く
り

◎
見

学
等

工
房

改
造

へ
の

支
援

の
仕

組
み

4
4
-
1

「
下

京
門

前
町

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

」
で

の
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

，
伝

統
工

芸
の

実
演

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
の

開
催

（
1
5
-
1
の

再
掲

）

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
9
　

⑭
9
/
8
　

⑮
8
/
3
1
　

⑯
9
/
5
　

⑰
9
/
1
1

　
（
１

）
　

顔
が

み
え

る
住

ま
い

づ
く
り

　
（
２

）
　

個
性

あ
る

下
京

の
景

づ
く
り

Ⅳ
　

快
適

に
安

心
し

て
住

め
る

ま
ち
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
4
-
2

「
東

西
両

本
願

寺
門

前
町

総
合

調
査

」
の

実
施

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

完
了

ー
・
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

の
学

術
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

と
し

て
の

「
東

西
両

本
願

寺
門

前
町

総
合

調
査

」
の

実
施

（
1
2
年

度
～

）

4
4
-
3

東
西

両
本

願
寺

門
前

町
に

お
け

る
「
町

並
み

景
観

整
備

計
画

」
の

策
定

行
政

完
了

継
続

完
了

ー
ー

ー
ー

・
調

査
実

施
（
1
3
年

度
～

）
・
界

わ
い

景
観

整
備

地
区

案
の

地
元

説
明

会
の

実
施

（
1
5
年

度
～

）
・
計

画
策

定
＝

地
区

指
定

（
1
7
年

度
）

4
4
-
4

門
前

町
店

舗
に

お
け

る
見

学
等

工
房

へ
の

改
造

（
1
5
-
3
の

再
掲

）
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続
・
銭

屋
御

数
珠

数
調

進
所

の
改

築
，

若
林

佛
具

製
作

所
「
卯

兵
衛

館
」
の

オ
ー

プ
ン

（
1
6
年

3
月

）
等

4
5

歴
史

的
資

源
の

借
り

上
げ

の
仕

組
み

の
研

究
や

区
民

の
発

意
に

よ
る

景
観

づ
く
り

へ
の

取
組

に
対

す
る

支
援

に
努

め
ま

す
。

4
5
-
1

景
観

づ
く
り

の
取

組
に

対
す

る
支

援
行

政
未

着
手

未
着

手
検

討
検

討

4
6

区
民

に
よ

る
協

同
の

管
理

・
運

営
，

町
家

活
用

型
店

舗
の

情
報

発
信

な
ど

に
よ

り
，

伝
統

の
景

を
つ

く
る

建
物

を
守

り
ま

す
。

4
6
-
1

東
西

両
本

願
寺

門
前

町
に

お
け

る
「
町

並
み

景
観

整
備

計
画

」
の

策
定

（
4
4
-
3
の

再
掲

）

行
政

完
了

継
続

完
了

ー
ー

ー
ー

・
調

査
実

施
（
1
3
年

度
～

）
・
界

わ
い

景
観

整
備

地
区

案
の

地
元

説
明

会
の

実
施

（
1
5
年

度
～

）
・
計

画
策

定
＝

地
区

指
定

（
1
7
年

度
）

4
6
-
2

町
家

再
生

へ
の

支
援

協
働

着
手

継
続

継
続

充
実

継
続

・
「
京

町
家

な
ん

で
も

相
談

」
の

開
設

・
「
京

町
家

再
生

セ
ミ

ナ
ー

」
等

の
開

催
・
京

町
家

再
生

賃
貸

住
宅

制
度

の
創

設
（
1
6
年

度
）

・
「
京

町
家

ま
ち

づ
く
り

フ
ァ

ン
ド

」
の

創
設

（
1
7
年

度
）

・
歴

史
的

景
観

再
生

事
業

の
実

施
（
1
8
年

度
～

）

4
7

区
民

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
や

公
募

に
基

づ
い

て
下

京
八

景
を

選
定

し
，

区
民

自
慢

の
景

観
と

し
て

積
極

的
な

P
R

に
努

め
ま

す
。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

下
京

八
景

の
選

定
と

Ｐ
Ｒ

4
7
-
1

「
下

京
八

景
」
の

選
定

と
Ｐ

Ｒ
協

働
着

手
継

続
充

実
継

続

・
市

民
公

募
（
⑮

1
0
/
1
5
～

1
1
/
2
5
）

・
選

定
結

果
発

表
（
⑯

2
/
1
5
）

・
マ

ッ
プ

「
下

京
ま

ち
な

み
散

歩
〈
2
〉
」
へ

の
掲

載
（
1
6
年

3
月

）
・
「
京

都
ま

つ
り

交
流

ひ
ろ

ば
」
，

「
下

京
区

ふ
れ

愛
ひ

ろ
ば

」
で

の
「
下

京
八

景
」
パ

ネ
ル

展
示

（
⑯

9
/
1
9
，

1
1
/
1
4
　

⑰
1
1
/
1
3
）

・
「
下

京
八

景
」
を

テ
ー

マ
に

し
た

「
下

京
区

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

」
の

開
催

（
⑯

3
/
1
～

1
1
　

⑰
3
/
7
～

1
0
）

・
Ｐ

Ｒ
冊

子
「
下

京
八

景
」
の

発
行

（
1
8
年

３
月

）
・
Ｐ

Ｒ
冊

子
「
下

京
八

景
」
を

活
用

し
た

地
域

と
大

学
と

の
交

流
（
1
8
年

度
～

）
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
8

防
災

・
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
・
配

付
や

区
民

に
よ

る
安

全
の

た
め

の
行

動
計

画
の

策
定

な
ど

，
区

民
，

事
業

者
の

安
全

意
識

の
啓

発
と

自
主

的
な

取
組

の
促

進
を

図
り

ま
す

。

4
8
-
1

「
下

京
区

総
合

防
災

訓
練

」
の

実
施

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑬

1
2
/
2
　

⑭
1
2
/
1
　

⑮
1
2
/
7
　

⑯
1
2
/
5
　

⑰
9
/
1

4
8
-
2

「
下

京
区

生
活

安
全

推
進

協
議

会
」
の

設
立

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
「
下

京
区

生
活

安
全

推
進

協
議

会
」
の

設
立

（
1
3
年

8
月

）

4
8
-
3

「
下

京
区

ク
リ

ー
ン

＆
セ

ー
フ

テ
ィ

大
作

戦
」
の

実
施

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

⑬
3
/
2
0
　

⑭
3
/
1
4
　

⑮
3
/
1
9
 ⑯

3
/
2
2
　

⑰
3
/
1
4

4
8
-
4

「
防

犯
教

室
」
等

の
開

催
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
「
防

犯
教

室
」

⑮
 2

/
2
4
　

⑯
2
/
2
3

・
「
安

心
安

全
ま

ち
づ

く
り

講
演

会
」

⑮
 3

/
1
9

・
「
応

急
手

当
教

室
」

⑰
2
/
1
4

4
8
-
5

「
下

京
区

交
通

対
策

協
議

会
」
に

よ
る

啓
発

活
動

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
交

通
安

全
運

動
期

間
中

の
啓

発
活

動
等

4
8
-
6

「
自

主
防

災
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
等

の
構

築
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
「
自

主
防

災
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
の

構
築

⑫
「
大

内
・
光

徳
・
七

条
第

三
学

区
と

大
阪

ガ
ス

・
京

都
リ

サ
ー

チ
パ

ー
ク

」
間

で
の

覚
書

の
締

結
等

・
「
文

化
財

市
民

レ
ス

キ
ュ

ー
隊

」
の

結
成

1
3
対

象
物

で
結

成
（
1
8
年

4
月

現
在

）
・
安

寧
，

梅
逕

，
大

内
学

区
合

同
の

「
子

ど
も

防
火

・
防

災
体

験
」
の

実
施

（
1
5
年

度
）
等

4
8
-
7

地
域

に
お

け
る

「
安

全
マ

ッ
プ

」
等

の
作

成
協

働
着

手
継

続
継

続
充

実
・
各

学
区

で
の

「
安

全
マ

ッ
プ

」
作

成
等

4
8
-
8

防
災

マ
ッ

プ
の

配
布

行
政

完
了

着
手

完
了

ー
ー

ー
ー

ー

・
「
防

災
マ

ッ
プ

地
震

編
下

京
区

版
」
の

配
布

（
1
7
年

2
月

）
・
「
防

災
マ

ッ
プ

水
災

害
編

下
京

区
版

」
の

配
布

（
1
7
年

3
月

）

　
（
３

）
　

日
々

の
暮

ら
し

の
安

全
づ

く
り
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
8
-
9

安
心

安
全

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
協

働
着

手
着

手
充

実
充

実

・
修

徳
安

心
安

全
推

進
委

員
会

の
活

動
（
1
6
年

度
～

）
・
開

智
・
稚

松
・
安

寧
・
光

徳
学

区
で

の
各

委
員

会
の

活
動

（
1
7
年

度
～

）

4
9

日
常

的
に

声
を

か
け

あ
い

，
緊

急
時

に
は

地
域

ぐ
る

み
で

助
け

合
え

る
，

安
心

の
お

せ
っ

か
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
維

持
・
発

展
さ

せ
ま

す
。

4
9
-
1

地
域

に
お

け
る

「
福

祉
マ

ッ
プ

」
等

の
作

成
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続

・
稚

松
学

区
で

の
「
高

齢
者

実
態

調
査

」
の

実
施

（
1
4
年

度
）
等

・
光

徳
学

区
で

の
「
福

祉
マ

ッ
プ

」
の

作
成

（
1
5

年
度

）
等

4
9
-
2

地
域

に
お

け
る

支
え

合
い

活
動

等
の

取
組

（
8
-
1
の

再
掲

）
市

民
着

手
着

手
継

続
継

続
・
修

徳
学

区
で

の
「
声

か
け

愛
の

た
す

き
リ

レ
ー

」
の

取
組

（
1
6
年

9
～

1
2
月

）

5
0

自
転

車
や

電
気

自
動

車
な

ど
，

環
境

に
や

さ
し

い
交

通
手

段
が

安
全

・
便

利
に

利
用

で
き

る
道

路
整

備
や

レ
ン

タ
ル

の
仕

組
み

づ
く
り

に
努

め
ま

す
。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

環
境

に
や

さ
し

い
交

通
手

段
の

有
効

利
用

5
0
-
1

環
境

に
や

さ
し

い
交

通
手

段
の

利
用

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

5
1

区
民

，
事

業
者

，
行

政
が

一
体

と
な

っ
て

，
「
下

京
環

境
宣

言
」
を

実
施

し
ま

す
。

そ
の

た
め

，
事

業
者

は
，

京
都

版
環

境
管

理
制

度
（
K

E
S
）
の

取
得

に
取

り
組

み
ま

す
。

5
1
-
1

「
下

京
環

境
宣

言
」
の

実
施

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

5
1
-
2

事
業

者
に

お
け

る
Ｋ

Ｅ
Ｓ

取
得

の
取

組
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続
・
Ｋ

Ｅ
Ｓ

の
普

及
促

進
市

内
認

証
取

得
件

数
2
5
0
件

（
1
8
年

3
月

末
現

在
）

5
1
-
3

区
役

所
の

事
業

活
動

に
お

け
る

環
境

配
慮

の
取

組
行

政
着

手
着

手
継

続
継

続
・
区

役
所

に
お

け
る

ＩＳ
Ｏ

1
4
0
0
1
取

得
（
1
7
年

9
月

）

5
2

「
下

京
リ

サ
イ

ク
ル

研
究

会
（
仮

称
）
」
の

組
織

化
を

検
討

し
，

区
ぐ

る
み

で
ご

み
の

減
量

化
や

リ
サ

イ
ク

ル
運

動
を

展
開

し
ま

す
。

5
2
-
1

地
域

に
お

け
る

「
ゴ

ミ
減

量
推

進
会

議
」
の

設
立

の
推

進
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続
・
淳

風
，

植
柳

，
安

寧
，

七
条

第
三

学
区

で
の

「
ご

み
減

量
推

進
会

議
」
の

設
立

5
2
-
2

地
域

に
お

け
る

「
廃

食
用

油
回

収
事

業
」
の

実
施

市
民

着
手

継
続

継
続

継
続

・
８

学
区

で
の

「
廃

食
用

油
回

収
事

業
」
の

実
施

5
3

高
瀬

川
の

七
条

通
か

ら
八

条
通

ま
で

の
付

け
替

え
工

事
を

促
進

し
，

四
条

河
原

町
周

辺
と

京
都

駅
周

辺
の

歩
く
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
図

り
ま

す
。

5
3
-
1

高
瀬

川
の

付
け

替
え

工
事

行
政

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
高

瀬
川

（
七

条
通

～
八

条
通

間
）
の

付
け

替
え

工
事

（
1
4
年

3
月

完
成

）

Ⅴ
　

環
境

と
共

生
す

る
ま

ち
　

（
１

）
　

環
境

に
や

さ
し

い
都

市
づ

く
り

　
（
２

）
　

水
と

緑
の

彩
り

づ
く
り
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
4

通
り

か
ら

見
え

る
所

へ
の

植
樹

の
促

進
，

社
寺

林
・
街

路
樹

を
区

民
み

ん
な

で
守

る
意

識
や

仕
組

み
づ

く
り

と
な

ど
を

進
め

る
と

と
も

に
，

「
区

民
の

誇
り

の
木

」
の

Ｐ
Ｒ

に
努

め
ま

す
。

5
4
-
1

「
区

民
誇

り
の

木
」
の

Ｐ
Ｒ

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
市

民
し

ん
ぶ

ん
区

版
『
下

京
の

ひ
び

き
』
で

の
「
区

民
の

誇
り

の
木

」
の

紹
介

5
5

高
瀬

川
や

学
校

な
ど

に
，

地
域

固
有

の
生

き
物

が
生

息
す

る
環

境
（
ビ

オ
ト

ー
プ

）
づ

く
り

と
，

ビ
オ

ト
ー

プ
の

案
内

・
管

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

ビ
オ

ト
ー

プ
等

の
整

備
と

効
果

的
な

活
用

5
5
-
1

崇
仁

ビ
オ

ト
ー

プ
の

整
備

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
崇

仁
ビ

オ
ト

ー
プ

の
整

備
（
1
4
年

3
月

完
成

）

5
5
-
2

高
瀬

川
に

ホ
タ

ル
を

呼
び

戻
す

取
組

市
民

着
手

着
手

継
続

継
続

・
菊

浜
高

瀬
川

保
勝

会
の

ホ
タ

ル
の

生
息

調
査

⑯
1
1
/
2
1
，

3
/
1
3

5
5
-
3

「
ビ

オ
ト

ー
プ

梅
小

路
公

園
い

の
ち

の
森

で
の

自
然

体
験

学
習

」
事

業
の

実
施

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
ビ

オ
ト

ー
プ

梅
小

路
公

園
い

の
ち

の
森

で
の

自
然

体
験

学
習

」
事

業
の

実
施

5
6

学
校

に
安

ら
ぎ

の
空

間
を

創
造

す
る

「
花

と
緑

の
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

」
事

業
を

推
進

し
，

学
校

の
緑

化
を

進
め

ま
す

。
5
6
-
1

「
花

と
緑

の
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

」
事

業
の

推
進

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
⑩

七
条

第
三

小
学

校
　

⑫
醒

泉
小

学
校

　
⑮

淳
風

小
学

校

5
7

京
都

駅
周

辺
か

ら
西

部
地

域
等

へ
の

Ｌ
Ｒ

Ｔ
や

ノ
ン

ス
テ

ッ
プ

バ
ス

，
低

公
害

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

な
ど

，
新

し
い

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

研
究

し
ま

す
。

5
7
-
1

新
交

通
シ

ス
テ

ム
（
Ｌ

Ｒ
Ｔ

）
の

導
入

の
検

討
行

政
着

手
継

続
継

続
継

続

・
検

討
を

進
め

る
市

内
７

路
線

を
抽

出
（
1
5
年

1
1
月

）
・
1
4
年

度
か

ら
の

調
査

結
果

の
公

表
（
1
7
年

8
月

）
・
四

条
通

等
市

内
中

心
部

を
巡

る
「
小

環
状

線
」

沿
線

住
民

と
の

意
見

交
換

・
交

通
社

会
実

験
の

検
討

（
1
8
年

度
）

5
8

京
都

駅
か

ら
東

西
の

集
客

施
設

へ
基

幹
的

な
動

線
と

し
て

の
七

条
通

の
あ

り
方

や
，

京
都

駅
前

周
辺

の
景

観
づ

く
り

を
研

究
・
検

討
し

ま
す

。

に
ぎ

わ
い

門
前

町
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
構

想
◎

京
都

駅
前

沿
道

の
に

ぎ
わ

い
・
憩

い
の

演
出

5
8
-
1

京
都

駅
前

地
区

に
ぎ

わ
い

づ
く
り

推
進

連
絡

会
の

取
組

等
協

働
着

手
継

続
継

続
継

続
・
「
京

都
駅

前
地

区
に

ぎ
わ

い
づ

く
り

推
進

連
絡

会
」
の

開
催

5
8
-
2

京
都

駅
前

地
区

商
店

街
等

の
取

組
市

民
着

手
継

続
継

続
継

続

・
新

京
都

駅
頭

会
に

よ
る

「
花

い
っ

ぱ
い

運
動

」
，

「
駐

輪
対

策
」
の

取
組

・
京

都
駅

前
豊

栄
会

に
よ

る
「
京

の
旅

館
通

り
花

灯
路

」
の

開
催

（
⑯

9
/
3
～

9
）

Ⅵ
　

便
利

で
う

る
お

い
に

あ
ふ

れ
る

ま
ち

※
Ｌ

Ｒ
Ｔ

…
（
Ｌ

ｉｇ
ｈ

ｔ 
Ｒ

ａ
ｉｌ
 Ｔ

ｒａ
ｎ

ｓ
ｉｔ
）
軽

量
軌

道
公

共
交

通
機

関

　
（
１

）
　

区
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
高

め
る

交
通

づ
く
り
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
9

人
の

集
ま

る
場

所
へ

の
駐

輪
場

の
設

置
や

利
用

者
マ

ナ
ー

の
向

上
を

図
り

，
不

法
駐

車
や

自
転

車
の

放
置

を
抑

制
し

ま
す

。
特

に
四

条
通

を
そ

の
モ

デ
ル

と
し

て
取

り
組

み
ま

す
。

5
9
-
1

駐
輪

場
の

設
置

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
丹

波
口

駅
駐

輪
場

（
1
5
年

1
0
月

供
用

開
始

）
・
京

都
駅

八
条

口
駐

輪
場

（
1
6
年

2
月

供
用

開
始

）

5
9
-
2

不
法

駐
車

・
放

置
自

転
車

対
策

協
働

着
手

継
続

継
続

充
実

継
続

・
土

木
事

務
所

等
に

よ
る

撤
去

，
啓

発
活

動
・
交

通
対

策
協

議
会

に
よ

る
啓

発
活

動
・
光

徳
学

区
で

の
「
放

置
自

転
車

対
策

懇
談

会
」
の

設
置

（
1
7
年

度
）

・
地

域
と

取
り

組
む

駐
輪

対
策

事
業

の
実

施
（
1
8
年

度
）

6
0

南
北

通
り

に
歩

行
者

・
自

転
車

を
優

先
す

る
「
通

り
」
を

設
定

し
，

安
全

で
快

適
な

通
り

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

の
ん

び
り

ゆ
っ

た
り

歩
く
ま

ち
構

想
◎

歩
行

者
，

自
転

車
優

先
の

通
り

づ
く
り

6
0
-
1

歩
行

者
，

自
転

車
優

先
の

通
り

づ
く
り

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

検
討

6
1

市
民

の
憩

い
の

場
と

し
て

，
ま

た
災

害
時

の
避

難
場

所
と

し
て

，
緑

豊
か

な
公

園
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

6
1
-
1

比
輪

田
公

園
の

整
備

協
働

完
了

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
・
1
6
年

7
～

1
0
月

設
計

，
1
7
年

3
月

完
成

6
2

学
校

跡
地

な
ど

を
活

用
し

，
区

民
参

加
で

シ
ン

ボ
ル

的
な

憩
い

と
ふ

れ
あ

い
の

公
園

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

み
ん

な
で

支
え

合
う

や
す

ら
ぎ

の
ま

ち
構

想
◎

区
民

参
加

の
公

園
・
緑

地
づ

く
り

6
2
-
1

修
徳

公
園

の
整

備
協

働
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

ー
・
地

域
協

働
型

地
区

計
画

に
よ

る
「
修

徳
公

園
」

の
整

備
（
1
3
年

7
月

完
成

）

6
2
-
2

比
輪

田
公

園
の

整
備

（
6
1
-
1
の

再
掲

）
協

働
完

了
完

了
ー

ー
ー

ー
ー

・
1
6
年

7
～

1
0
月

設
計

，
1
7
年

3
月

完
成

6
3

公
園

・
広

場
の

再
生

や
植

樹
な

ど
，

区
民

参
加

の
機

会
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

6
3
-
1

牛
若

ひ
ろ

ば
の

整
備

協
働

完
了

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

方
式

に
よ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ひ
ろ

ば
「
牛

若
ひ

ろ
ば

」
の

整
備

（
1
3
年

4
月

完
成

）

6
4

憩
い

の
場

で
あ

る
公

園
や

河
川

を
区

民
み

ん
な

で
守

り
ま

す
。

楽
し

く
学

び
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
梅

小
路

公
園

の
自

然
学

習
の

機
会

づ
く
り

6
4
-
1

梅
小

路
公

園
の

自
然

学
習

の
機

会
づ

く
り

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
梅

小
路

公
園

グ
リ

ー
ン

フ
ェ

ア
の

開
催

6
4
-
2

「
ビ

オ
ト

ー
プ

梅
小

路
公

園
い

の
ち

の
森

で
の

自
然

体
験

学
習

」
事

業
の

実
施

（
5
5
-
3
の

再
掲

）

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
ビ

オ
ト

ー
プ

梅
小

路
公

園
い

の
ち

の
森

で
の

自
然

体
験

学
習

」
事

業
の

実
施

　
（
２

）
　

人
に

心
地

よ
い

道
と

公
園

づ
く
り
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／
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【
下

京
区

基
本

計
画

に
掲

げ
る

施
策

及
び

関
連

事
業

の
取

組
状

況
と

取
組

予
定

】
＜

別
紙

＞

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

事
業

区
分

施
策

番
号

下
京

区
基

本
計

画
に

掲
げ

る
施

策
事

業
の

取
組

状
況

（
注

：
○

数
字

は
年

度
を

表
す

）

取
組

予
定

着
手

状
況

枝
番

施
策

実
現

に
向

け
た

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

6
4
-
3

「
梅

小
路

公
園

友
の

会
（
仮

称
）
」
の

設
立

協
働

着
手

ー
ー

着
手

継
続

・
「
梅

小
路

公
園

友
の

会
（
仮

称
）
」
の

設
立

（
1
8

年
度

）

6
4
-
4

｢西
高

瀬
川

」
京

の
川

再
生

事
業

の
推

進
協

働
着

手
着

手
継

続
継

続
・
｢西

高
瀬

川
」
京

の
川

再
生

事
業

（
1
6
年

度
　

導
水

工
事

着
工

）

6
4
-
5

地
域

に
お

け
る

「
清

掃
活

動
」
の

取
組

市
民

着
手

継
続

継
続

継
続

・
地

域
で

の
「
花

い
っ

ぱ
い

・
ま

ち
の

美
化

」
移

設
プ

ラ
ン

タ
ー

の
管

理
・
永

松
，

菊
浜

，
崇

仁
学

区
で

の
「
高

瀬
川

周
辺

の
美

化
活

動
」
等

6
5

区
民

，
団

体
，

事
業

者
，

行
政

の
連

携
に

よ
り

，
区

（
京

都
市

）
の

あ
ら

ゆ
る

情
報

が
受

発
信

さ
れ

る
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

（
仮

想
情

報
セ

ン
タ

ー
）
の

設
置

を
研

究
し

ま
す

。

個
性

と
魅

力
を

伝
え

る
情

報
の

ま
ち

構
想

◎
下

京
情

報
受

発
信

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
の

設
置

6
5
-
1

「
下

京
・
町

衆
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

協
働

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
下

京
・
町

衆
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

（
1
4
年

9
月

～
）

6
6

区
内

の
イ

ベ
ン

ト
や

各
団

体
の

情
報

を
発

信
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

を
検

討
し

ま
す

。
6
6
-
1

「
下

京
区

役
所

」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

行
政

着
手

継
続

継
続

継
続

・
「
下

京
区

役
所

」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

開
設

（
1
4

年
9
月

～
）

6
7

情
報

技
術

を
楽

し
く
体

験
し

，
学

べ
る

「
京

都
エ

デ
ュ

テ
イ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
（
仮

称
）
」

の
設

置
を

検
討

し
ま

す
。

楽
し

く
学

ぶ
ふ

れ
あ

う
学

習
の

ま
ち

構
想

◎
京

都
エ

デ
ュ

テ
イ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
（
仮

称
）
の

設
置

6
7
-
1

京
都

エ
デ

ュ
テ

イ
メ

ン
ト

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
の

設
置

行
政

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

6
8

情
報

通
信

事
業

者
に

よ
る

都
市

型
C

A
T
V

な
ど

，
情

報
基

盤
の

整
備

・
導

入
を

研
究

し
ま

す
。

6
8
-
1

都
市

型
C

A
T
V

等
の

整
備

・
導

入
の

研
究

協
働

未
着

手
未

着
手

検
討

保
留

６
分

野
６

８
項

目
５

分
野

３
０

項
目

１
３

１
事

業

　
（
３

）
　

情
報

を
集

め
，

広
め

る
機

会
づ

く
り

※
エ

デ
ュ

テ
ィ

メ
ン

ト
…

エ
デ

ュ
ケ

イ
シ

ョ
ン

（
教

育
）
と

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
（
娯

楽
）
を

合
わ

せ
た

造
語

。
楽

し
く
学

ぶ
工

夫
を

し
た

学
習

ソ
フ

ト
や

教
材

※
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
…

（
Ｃ

ａ
ｂ
ｌｅ

 ｔ
ｅ
ｌｅ

ｖ
ｉｓ

ｉｏ
ｎ

／
有

線
テ

レ
ビ

）
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